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防災科研の災害対応に係る取組と“SIP4D”の概要

国⽴研究開発法⼈防災科学技術研究所（防災科研）
総合防災情報センター

エスアイピーフォーディ

本資料の⼆次配布・転載等はご遠慮下さい
（必要な場合は防災科研までご遠慮なくご相談ください）

令和3年2月22日 関東防災連絡会報告資料
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災害時情報共有の必要性（理想像）
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災害時、個⼈・組織は同時並
⾏で異なる活動をする

そのそれぞれが固有の情報を
保有している
＝状況認識が異なる

個⼈・組織同士が情報共有に
よって、状況認識を統⼀する
ことが、社会全体として的確
な災害対応を実⾏する姿
 情報を「共に」「有す」
 「知らない」を無くす
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SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
エスアイピーフォーディー

災害現場で役⽴つ情報プロダクツの研究開発

災害現場で活動する災害対応機関への情報提供

現場と研究をつなぐ「パイプライン」を実現し、現場も研究も効果最大化

情報収集

情報共有

・建物被害推定
・道路通⾏可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

内閣府総合科学技術・イノベーション会議
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
第1期で開発した先進的情報基盤

災害時情報集約
支援チーム
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SIP4Dが有する2つのコア技術
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①情報の自動変換

②情報の論理統合
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Shape
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JSON
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所管の異なる同種情報を1つに統合

利活⽤側に合わせて形式変換
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システム間での接続・変換・統合の処理を仲介し、情報共有負荷を劇的に低減
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• 課題︓他の機関（例えば︓隣接⾃治体）の情報は“つながらない”
• 様々な情報を“機関の壁”を越えて一元的に集約し防災関係機関で共有
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H28熊本地震︓各機関の情報を防災科研が集約（情報⽀援）

熊本県と大分県の情報を並べるのに、
当時は約２週間を要した！！

熊本市（政令市）と熊本県下市町村の
避難所情報を統合するのに
当時は約３週間を要した！！
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⻄⽇本豪⾬災害︓避難所＋DiMAPS＋中国地整＋岡山県＋広島県

避難所＋DiMAPS＋中国地整＋岡山県＋広島県＋通れた道
発災当日から利用可能に！

2021-02-22

©National Research Institute for Earth Science and Disaster Resilience

20



© SIP4D, NIED

7

SIP4Dを介した情報共有フロー

自治体提供情報

通⾏実績

国⼟交通省DiMAPS

順次拡大

自然
災害

風水害

雪害

地震災害

津波災害

火山災害

社会

各種観測・予測情報

ISUT-SITE（災対機関限定）

自衛隊・消防・警察・
DMAT、被災自治体
等 災害対応機関への
情報共有

クリアリング
ハウス

NIED-CRS （一般公開）
国⺠、研究機関、⺠
間（日本防災産業会
議）等への情報発信

標準災害情報
プロダクツ

等

等

等

等

防災科研

府省庁

自治体

⺠間

現場等からの集約情報
ISUT

災害対応機関保有の情報システム

ため池防災
支援システム

災害時保健医療
活動支援システム

内閣府総合防災
情報システム 等

順次拡大

異種統合処理に
基づく情報プロダクツ
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常総市⽔害に始まり北海道胆振東部地震にいたるまで、災害対応現場における支援活動を通じて、
災害対応における多組織間の情報共有と、災害情報の可視化による状況認識統⼀の有効性を実証した。
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参考︓ISUT（災害時情報集約支援チーム）
• 内閣府：国と地方・民間の「災害情報ハブ」推進チームで議論・検討、2019年
度より本格運用開始

内閣府資料より

アイサット
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令和元年度の実災害対応
1. 山形県沖で発生した地震

 ISUT派遣はスタンバイまで、ISUT-SITEの構築で情報共有⽀援（6/18）
2. 6月下旬からの大⾬

 ⿅児島県庁にISUT派遣（7/3-7/5、以降は遠隔対応）
3. 8月下旬の大⾬

 佐賀県庁にISUT派遣（8/28-9/4、以降は遠隔対応）
4. 台風15号

 千葉県庁にISUT派遣（9/10-10/4、以降は遠隔対応）
5. 台風19号

 宮城・福島・茨城・栃⽊・埼⽟・⻑野県にISUT派遣（10/13-、順次遠隔対応）
 10/25の大雨についても継続して対処
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令和元年房総半島台風・東⽇本台風

①一般公開型︓防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED-CRS） http://crs.bosai.go.jp
②災害対応機関限定型︓ISUTサイト（ISUT-SITE） ※要ID/PW
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協働事例①︓台風15号での倒木撤去

ISUT

総務省

KDDI NTTドコモ ソフトバンク

東京電力 防衛省

NTT東日本
共通フォームで
各社とりまとめ

集約・可視化

千葉県

各組織での対応ISUTが電力・通信会社、県、自衛隊等からの情報を集約し、
作成・更新した共通状況図を関係組織が活用
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協働事例②︓台風19号での廃棄物撤去

2019年10月28日 NHK⻑野「イブニング信州」より

【昼間】市民、ボ
ランティア、行政
が、点在する廃
棄物を集積地ま
で移動

【夜間】自衛隊
が集積地から地
区外に排出

ISUTがボランティア、市、自衛隊等からの情報を集約し、
作成・更新した共通状況図を関係組織が活用
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府省庁連絡会議や関係機関の活動現場で利⽤
現地における組織間での状況認識統⼀に貢献
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令和2年7月豪⾬対応
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現場では「なくてはならないツールに」
• 府省庁連絡会議にて、気象庁が自らISUT-SITEを操作しながら状況説明
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• 自衛隊が、ISUT-SITEを自ら操作しながら孤立集落解消の意思決定

現場では「なくてはならないツールに」
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SIP4Dから情報に基づき社会をけん引する「CPS4D」へ

内閣府HPより引用・抜粋・編集 http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

CPS4DSIP4D ※CPS4D: Cyber-
Physical System for
Disaster Resilience

災害の変動を捉えるためには、従来の⾃然現象観測・予測やハザード評価だけでは不⾜
→社会の動態を観測し、自然×社会＝「災害動態」として捉えるシステムへ

災害動態の解析から、問題点の検出・解消や、先手を打つための意思決定を⽀援
→防災版サイバーフィジカルシステム「CPS4D」の確⽴へ
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情報共有技術 動態解析・連動技術

※青塗・青字が
強調ポイント
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• フィジカル空間の多種多様な動態データをサイバー空間で集約し、災害動態を解析すること
により、政府の「避難・緊急活動」フェーズにおける意思決定を⽀援する一連のコア技術と、
個別専門システム群が連動し統合体として機能する「CPS4D」を実現する
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避難・緊急活動支援統合システムの研究開発
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災害対策本部支援ダッシュボード「DDS-View」（開発中）
派遣要否

判断
派遣地域

判断
派遣内容

判断

SIP4Dで共有されるすべてのデータ系列をこの様式で表現し、
意思決定内容に応じて系列の切り替えや表現のチューニングを可能にする
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Webサイトもご覧ください

防災科研ニュース211号
https://www.bosai.go.jp/information/news/pdf/k_news211.pdf

SIP4D公式サイト
https://www.sip4d.jp/
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